
隊友 船橋だより 
平成２８年７月号 発行：千葉県隊友会 船橋支部事務局 

 

「船橋支部定期総会」 

千葉県隊友会会長河野美登氏のご臨席を賜り５月２２日１１時から習志野駐屯地内の隊員クラ

ブにおいて開催された。可決された「１号議案」は次の通り。 

２号議案以下は次回の「船橋だより」に連載します。 

第１号議案 「平成２７年度 事業報告」                                                                                                                                 

１ 全 般 

   平成２５年度は、概ね計画通りに事業を行うことができた。 

特に、「市民に対する防衛意識の普及高揚」については、市民の参加を得て「富士総合火力演習

の見学」を実施し、成果を上げることができた。 

   さらに、毎月、習志野自衛隊に集り隊友新聞配布時期に合わせ、部隊情報等を得るとともに相互意

志の疎通と、防災意識の高揚を図った。 

 ２ 成 果 

（１） 公益目的事業の推進 

    ア 防衛意識の普及高揚 

２７年８月２０日（木）第１空挺団の輸送支援を受け、富士総合火力演習の見学を実施し、支部

会員、家族、自衛隊協力者計５４名（羽田行雄分会長他３名は私有車）（父兄会副会長池田由

紀子氏の依頼の来年度入隊志願者４名バス同乗）の参加、好評のうちに目的を達成することが

できた。 

イ 部隊情報入手と意志の疎通 

市民の防災意識の普及高揚を図るため、毎月、習志野第１空挺団において隊友新聞配布の

時期と合わせ、分会長等災害ボランティア要員により、部隊情報入手と、相互意志の疎通並びに

健康状態を確認し、目的を達成することができた。又、災害情報連絡員名簿を作成し県本部に

提出した。 

ウ 公益事業における無償役務の提供 

  平成２５年度の公益事業における無償役務の主要実績は、次のとおり。 

事   業   名 項    目 小    項    目 備  考 

防衛意識の普及高

揚 

その他 地域住民への広報 

（富士総火演見学） 

会員家族、市民

参加 

自衛隊に協力 

平素の隊務へ

の協力 

第１２次ジプチ派遣隊員の帰国

慰労会出席 
森支部長 

第１４次ジプチ派遣隊員壮行

会及び、帰国歓迎会出席 
森支部長 



空挺館のかたり部   

空挺館周辺の除草等整備 

・神谷監査員 

・内田西部地区

理事 

・笹野会員 

予備自衛官に

協力 

習志野召集予備自衛官に対す

る講和 
森支部長 

緊急時における自

治体等に協力 

平素の協力 
町内防災訓練に参加、協力 

岡本事務局長

他 

自治体の諸行事に

協力 

 

平素の協力 

 

・国立競技場で陸上競技支援 

・東京女子、都内マラソン支援 

・都内各陸上競技場での支援 

・習志野演習場マラソン支援 

・渡邊三山分会

長 

・丸山北部地区

理事 

町内防犯パトロール活動 岡本事務局長 

地域の健全な発展

に協力 

青少年の育成

に対する協力 

千葉県銃剣道連盟理事長 窪高根分会長 

ボーイスカウトキャンプ等指

導 

・河野豊富分会

長 

・青木副分会長 

 

スポーツ少年団空手指導 
青木豊富副分

会長 

剣道：一般、高校生の指導 高根副分会長 

ワールドナイシングホーム書

道指導 

・窪高根分会長 

・築山副分会長 

交通安全登下校時監視 七瀬谷分会長 

地域子供会等行事に協力 岡本事務局長 

環境保護に協

力 ・通学路、公園等の清掃実施 

・町内秋のクリーン作戦参加 

・社会福祉協議会事業 

（庭の除草、木伐採等） 

・岡本事務局長 

・門脇松が丘分

会長 

殉職自衛官、戦没者等の顕彰事業 

・県護国神社の清掃及び、慰霊

祭支援 

春：奉舁 

・神谷監査員 

・笹野会員 

・清掃８名 

・交通統制９名 

大穴海軍七勇士碑の清掃供養 北部２６名 

 

エ 船橋だよりの発行 

      隔月を基本に会員の活動状況及び、防災意識の高揚と会員間の情報伝達手段として船だよ



り（５月、６月、７月、９月、１１月、２８年１月、３月）を隊友新聞と同時期に発行している。 

オ 支部の活動状況を「千葉県隊友会ホームページ、隊友千葉たより」に掲載するよう要望し、災

害情報等により意識の高揚を図った。 

カ 船橋市民活動サポートセンター（ＪＲ船橋駅前フェイスビル５階）の活用 

      会議資料の作成及び会員相互の会合等活用を図り、災害等に備えた。 

キ 部隊指揮官及び隊員との意見交換。 

（ア）空挺団降下訓練はじめ行事への参加。 

（イ）毎月の隊友新聞配布・折込み時期等の活用。 

（ウ）駐屯地記念日、賀詞交歓会、ＯＢ会等の活用。 

 

（２） 支部の充実強化 

    ア 会勢の充実 

（ア） 会員の現況  総員 253 名  

（イ） 内  訳  

 ａ 正会員 246名 

（ 陸自 165名、 海自 33名、 空自 41名、 事務官・技官 7名 ） 

         ｂ 特別会員 ７名 

（ 国会議員 １名、 県会議員3名、市議３名 ） 

（ウ） ２７年度入会者 （転入者含め）９名（陸６名、海１名、空２名） 

切石 薫 （宮本・本町分会）（空）中央業務隊 

長森 秀夫（薬円台分会）（陸）第一空挺団 

小原 浩信（習志野台分会）（陸）第一空挺団 

颯佐 正俊（松が丘・坪井分会）（陸）予備自 

堀 誠一郎（習志野台分会）（陸）富士教導団 

大瀬戸 功（宮本・本町分会）（海）第３１航空群（兵庫から転入） 

濱島 誠（習志野台分会）(空)空幹部学校（東京から転入） 

久保 茂（二和・咲が丘分会）（陸）関東補給処松戸支処 

池村 誠人（二宮・飯山満分会）（陸）第１２隊戦車隊 

     イ 活動組織等の現況 

        支部は、支部本部、北部地区、東部地区、西部地区、１７分会で活動しており、 

編成は次表のとおり。  

 

北部地区６１名        東部地区９６名       西部地 ８９名 

小室・豊富分会  ８名       習志野台分会 １５名        丸山・藤原分会  １５名 

二和・咲が丘分会19名      薬園台分会  ２１名         行田・夏見分会 １９名 

 大穴分会      9名         西習志野分会     １１名      宮本・本町分会  １６名 



 坪井・松が丘分会  9名      飯山満・二宮分会  １３名      海神分会    １０名 

 金杉・緑台分会   5名     前原分会        １２名    中山分会      １２名 

高根台分会     １１名     三山・田喜野井分会２４名 西船分会     １７名 

エ 支部財政の確保 

    主な収入は、分会長等による隊友新聞の折込み、チラシ配布の助成金である。 

隊友新聞配布総数２２３部：郵送３５部、手配り１８８部、手配り率は84.3％である。 

  ウ 支部の広報 

    富士総合火力演習時、公益事業における無償役務の提供時、予備自衛官招集訓練 

の講習時、 駐屯地夏祭りへの寄付、毎月の新聞折り込み時等の活用時に実施。 

可決された１号議案は以上です。（事務局） 

 

「8月6日 習志野駐屯地夏祭り」で納涼懇親を 

参加希望者は、8月6日習志野駐屯地内の「空の神兵像前に１６時集合」して下さい。 

会費二千円（集合場所で徴収します） 

 

「富士総合火力演習見学」日程決まる。 

「２８年度富士総合火力演習」は８月２５日の予定です。今年のバス支援はありませんので 

見学される方はそれぞれで交通手段を選択してください。入場券の制限があります。応募多数の場

合は８月の新聞配布作業後、抽選により決定し、その場で入場券（自家用車で行かれる方は駐車券）

をお渡しします。応募代表者には後日新聞作業日時、場所をお知らせしますので出席されますよう

お願いします。見学の応募要領は次の通り。 

下記の事項を記入し郵便、FAX等（様式自由、mail、℡は受け付けません。）で事務局宛て、 

申し込み期限日まで着くように送って下さい。 

 

応募要領：申込期限平成２８年８月６日（土） 

   ：見学希望者は住所、氏名、年齢、学生は学校名。 

代表者はそれを明記。未成年者は保護者同伴（轟音、炎天下の為、乳幼児はダメ）。 

   ：自家用車で行く人は車の色、メーカー名、車名、ナンバープレート番号。 

   駐車場が少ない為、公共の交通機関を利用し御殿場駅から会場まで有料バス（6：00～14：40）

を利用して下さい。見学会場までは足場の悪い山道です（街中を歩く服装はダメ）。動きやす

い服装で熱中暑、雨対策、汗拭きタオルは必携です。脚力体力必要です。（事務局） 


